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胃液分也、 lζ 及ぼす誠灸刺激の影響(第 2 報)
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要旨:西洋医学において消化器系疾患.乙とに胃疾患に対しては，病態生理学に基づいた診療が行わ

れている.

東洋医学においても種々の経穴を用いた治療が行われ.それぞれの効果を認めている.特!こ足三里，

陽陵泉は胃疾!JHとよりlH、られているが，それぞれの経穴は，胃液分泌を促進.抑制するといわれてい

る.乙のような特性がし、かなる病態生聞によるものかは不明である.われわれは胃腸内 pH値 iJtll定機を

用いてMgC0 3負荷試験を行ない，上記の経穴に誠刺激を施し，胃の昨;駿分泌を観察した.また胃の

塩酸分泌iζ関係の深いil~化管ホルモンである血中ガス卜リンと血中セクレチンのil[il定を行った.その結

果，足三里は円の塩酸分泌が冗進し，逆に低下する陽陵泉ではガス卜リンの分泌低下が認められた.

Effect of Acupuncture on the Secretion of Gastric Juice (Report II) 

Takaharu IKEUCHI* and Hiroshi HASEGA \VA , 1¥01. D.** 

* Depα ，.tmenl 01 O,.iental A'!edicine. .Meiji College olO，.ientα l AJedicine 

料 Depαrtment 01 Clinical iWedicine. Aleiji College olOriental Medicine 

Summary: F'rom ancient times in the orintal medicine. various meridian points , i.e. , 
Tsusanli(S-36) , YanglingchuanCG ・ 34). have been applied for the acupuncture therapy of 

digeslive diseases. According to the classic oriental medicine , stirnulation to 'l'susanli 

brings to increase secretion of gastr'ic ]Ulce. 1'hen , applying Yanglingchuan is suitable 

for the treatment of gastric hyperacidity. However. pathophysiological rnechanism 01' stimuｭ

lation to these meridian points for digestive diseases still remains unknown. 

ln this study the changes of pI-j value of gastric JUlce by stimulation to Tsusanli or 

Yanglingchuan were evaluated by using the telemetric method. I n addition , the relationship 

between secretion 01' gastric juice and dlgestive hormones. i ,e. , gastrin , and secretin , was 
investigated. 

The 1'ollowing results were obtained; stimulation to Tsusanl i yielded to increase secreｭ

tion of HCl in gastric juice , ¥vhile stimulation to Yanglingchuan brought to inhibit 

secret.ion of HCl and to reduce serum gastrin. 

Key Words: 胃液 Gastric juice , 足三里 Tsusanli , 陽陵宗 Yanglingchuan , 
ガストリン gastrin. セクレチン secretin. 
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l 緒言

目の消化機能は.迷走神経を介する神経刊誌1，1;1 筒、j

と胃の幽門部および十二指腸枯膜より分泌される

ガストリンによる体液調整によって行われている.

いずれにおいても目の消化作用はそれらの調整作

用によってなされる塩酸の分泌が大きな役割を果

している.しかし胃の出般分泌に関しては，過般

の状態では胃壁に対する攻煙因子となり，胃のiì'j

化性ill:î:場形成の!京因にもなっている.

東洋医学において， lH化器疾患に対して，扇々

の経六の効能が認められているが，経穴によって

は消化器の機能に及ぼす影響が異なることが唱え

られている.特lこ消化器疾店、 iζ対して足三里がよ

く仰いられるが代田ら 7)は，足三里は胃酸の分泌

を冗進するため，過酸椛 i乙対しては防陵泉をJIj~、

る方がよいと述べている.このようなことがしの当

なる恨拠をもとに述べられているかは不明である.

われわれはテレメトリ胃腸内pH(，直視11 定機(ハイ

デJレベルグ社) (写真 1 )を用い胃液pH値の変

動について検討し，足三里中IJi敢により胃の塩般分

泌が冗進することが，また陽陵泉は出酸分泌を抑

制する傾向にあることが明らかとなったロけ今回

は乙れらの経穴と胃の塩酸分泌との関係をさらに

明らかにする目的で.消化管ホルモンであるガス

ト 1) ンおよびセクレチン分泌との関係を加えて検

司した.

写真 1 テレメトリ胃腸内pH値測定機

H 実験方法

1. 対象は円疾患の現病歴および既往歴のない

l8-22才の本学学生(リj子13名)を選び，実験の

前日より実験開始まで12時間以上の絶飲食を行っ

た.

2. 胃内pH値の測定は，ハイデルベルグ社，

テレメ卜リ円/}場内 pI-l i直測定機を用いた(与兵

1) .本機はラジオカプセル(写真 2 ) 長さ 20

.,
if 

h
 

写真 2 テレメトリ胃腸内pH値測定用ラジオカプセル

111m ，直径 8 mm ，重量1. 5g を飲み込むことにより.

ラジオカプセルが感知|した円内のpH値を電波 iζ

変え発信し体外においたバンドアンテナを装置

した受信機でキャッチし自動記録していくもので

ある.ラジオカプセ Jレは胃腸のj!J!到によってJJ詰内

へ移動しないようにP1J歯より約45cmのと乙ろで糸

で固定し， p l-H直が強般性を示す乙とによりラジ

オカプセ Jレが正しく局内に到達している乙とを確

認し，さらに X線透視下において円内に存在する

ことを確認した(写真 3) .円の1M酸分泌の状態

を観察するために 6%の炭酸マグネシウム懸濁液

を 10叫服用させ胃内 pII値を中性化した後，胃内

のpH値がと、のように変化するカ込を観察した.図

1 I乙示すように炭酸マグネシウムの服用により胃

内のpH値は6.0-7.0 と中性に傾く，その後中

和状態を保つが胃の出酸分泌により徐々に酸性に

傾き基礎pfI 1. 0-2.0に復帰する曲線を怖く.

今回の実験では中和を保持する時間(図 1 (a)) と

li~礎pH値 iと復帰する H寺間(図 1 (b)) について検

討を行った.

3. 消化管ホ JレモンのうちでJlヲ液分泌と関係の

深いガストリンとセクレチンに及ぼす誠刺激の影
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写真 3 X線によるラジオカプセルの位置の確認

炭酸マグネシウム

↓ーザ竺こ

J 基礎 pH 値復帰時間 b 、

図 1 炭酸マグネシウム服用による胃腸内pH値の変化

(a. 中和保持時間 b 基礎pI-I値復帰 11寺問)

響を観察するために，同僚に炭酸マグネシウムを

服用させて，誠刺激前，刺激後15分. 30分. 60分

および90分に採血を行い，ラジオイムノアッセイ

法にて山中ガストリンおよび血中セクレチンの測

定を行った.

4. 刺激方法は，両側の足三里および|場陵泉に

l 寸 6 分. 5 番のステンレス織を2.0-3.0cm刺

入し，得気を確認した後，ラウス MX-1001 (日

本メディックス社)を用い 3 Hz , 15分間の低周

波置誠刺激を行った.

凹実験結果

1 . 中和保持時間

中平日保持時間は，無刺激で、炭酸マグネシウムを

服用させた対照群では1O .3 :i: 5.7分(I\/Iean 土 S D) 

であったが，足三里刺激群では8.0 土 5.4分と対

照群に比し短縮の傾向を示し，陽陵泉刺激群では

12.2 :i: 5.2分と延長の傾向を認めた(表 1 ) . 

表 1 各群における中和保持時間と基礎pH値復帰時間

山中和保持時同基礎pH値復帰時間 E

103:t:5.7 min I 25.2 土 9.2 min 

8o :t: 5 .4 N I 22 . 5 土 7.6 " 

12.2 土 5.2 ヴ I 30 . 5 :t 7 . 2 " 

?νlean 土 SD

2. 基礎pH値復帰時間

基礎pH値復帰11寺問は無刺激の対照群では25.5

土9.2分 (Mean 土 S D) であったが足三里刺激群

では22.5 土 7.6分を示し，一方陽陵泉刺激群では

30.5 土 7.2分を示した(表 1 ) .組三里刺激群は

陽陵泉刺激群に比較して明かに基礎pH値復帰時

間が短縮している (P<0.02) . 

3. 血中ガストリン濃度の変化

鋪刺激による l血中ガストリン濃度の変化は図 2

示すように，足三里刺激群では刺激前43.2 土 18.1

pg/ mL CJ¥lIean:i: S D )，刺激後 15分 42.5 土 16.6

pg/mL , 30 分41. 8 土 15 . 5 pg/ Ill l , 60分37.8 ::t 12.5

pg/mL. 90分36. 3 :i: 11 .9 pg/叫となった.これに

対し，陽陵泉刺激群では刺激前42.2 :i: 19. 4pg/ ml 

CMean土 S D) .刺激後 15分37.9::t 15.0pg/mL. 

30分42.8 土 22. 7pg/ml , 60分39.8 土 17.1 pg/mJ , 

90分38.4 土 16.3pg/m.L となり，陽陵泉刺激後15分

においてガストリン濃度の明らかな低下が認めら

れた CP<0.02) (図 2) . 

4. 血中セクレチンの濃度の変化

誠刺激による血中セクレチン濃度の変化は函 3

に示すように，足三里刺激群では刺激前13 1. 1 土

44.5pg/叫(J\lIean土 S D) .刺激後15分 144.2土
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図 2 鋸刺激による血中ガストリン濃度の変化
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錨刺激による血中セクレチン灘度の変化
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46. 2pg/ml , 30分 125.9 土 39.8pg/ mL , 60分 164.6

土 55. 7 pg / mL , 90分 133.1 土 52.8pg/叫となり，

一方，陽|凌反刺激昨では刺激前100.5 :i: 25. 3pg/ml 

(Mean土 S D) ，刺激後 15分 105.7土 30.3pg/ml ，

30分99.5 土 26. 2pg/ nLL , 60分 113.2 土 41.Opg/ ml . 

90分97.9:i: 29. Opg/mL と明らかな変動は認められ

なかった(図 3 ) 
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図 5 足三里刺激群の胃内pH値の変動
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図 4 対照群における胃内pH値の変動
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図 6 陽陵泉刺激群の胃内pH値の変動
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IV 考察

消化器保患，特 l乙山疾患の治療に繁用される経

穴として，足三里， I場陵泉が一般的にあげられる.

足三里の胃疾患に対する適応として代田ら 7) によ

ると「足三里刺激は円酸の分泌を冗進させる傾向

があり，過酸傾向に対しては陽|境泉を用いる方が

よしづとしている.また中国の文献1>においては

「足三県刺激は胃液分泌が冗進しているときには

抑制するように働き，低下しているときには冗進

させるように働く」と述べている.いずれにして

も足三里は宵液の分泌と密接な関係を有している

ことが窺われる.このようなことから，これまで

にわれわれは足三里，陽陵泉，架ー任，外丘の鋪~ilJ

激が胃の1~酸分泌iと及ぼす影響を検'Jすし，足三里，

梁丘が胃の塩酸分泌を克進させ，陽陵泉は逆に抑

制させる傾向を認め報告ω したが，今回は杭例数

を増すと共に，胃の塩酸分泌lζ|英|与している消化

管ホルモンであるガス卜リンとセクレチンのIfll中

濃度の変化を足三型刺激群および陽陵泉刺激群に

ついて検討した.

胃の指酸分泌の動態を観察する方法として炭

酸マグネシウムを服m させ，一旦胃内を中性化

した後， rl'和を保持する時間と基礎pH値 l乙復帰

する 11寺川を調べた.その結果は表 1 に示したが，

さらにそれらの数値から胃内pH値の変化を模式

化すると凶 4 ， 5 , 6 になる.足三里刺激群と陽

陵泉刺激群を比較すると， '11 手LI保持時間は，それ

ぞれ8.0分， 12.2分，基礎pI-H~tt復帰時間は，そ

れぞれ30.5分， 32.5分となり，足三里刺激群が陽

陵泉刺激群に比して中t=1J保持時n日および基礎pI-I

値復帰時間のいずれにおいても lリ l らかに短縮が認

められる.さらにt!J和を保持した後に，境酸分泌

により酸性化し基礎pH値に復帰する過程につい

てみると，足三里刺激群は陽陵泉刺激群に比し急

俊な勾配を示して復帰している(図 5 ， 6) .乙

の乙とは足三里刺激群は単位時IMJ あたりにおける

胃の塩酸分泌が陽陵泉刺激群にl七して冗進してい

ると考えられる.したがって足三里と陽陵泉では

胃の塩酸分泌iζ明らかな差異がある乙とが判明し

た.そこで足三里と陽陵泉が消化管，特に胃液

分1&~\ ~乙対し，どのような生l'H的機構により円の塩

酸分泌と関係しているのか，また塩酸分泌{乙対す

る影響が何故異っているのかを解明する 1-1 的で，

胃の塩酸分泌を促すとされているガスト 1) ンと，

それに対して主!?抗的な役割をもっとされているセ

クレチンの測定を行った.

l(n rlJ ガス卜 1) ンは足三里 q~IJ激群では，刺激前

43. 2pg/lnL ， 刺激 15分後42.5pg/叫と変化は認め

られなかったが， I場陵泉刺激l咋では，刺激ïìíH2.2

pg/mLから刺激後 15分で37.9pg/mL と有ぷの減少

を示した(図 2)(P<0.02) .乙の乙とは|湯陵泉

刺激によりガス卜リンの分泌が伺i制されたものと

考えられる.したがって陽|境泉刺激が足三型車lji敢

に比較して中平LI保持時間および‘基礎pH Í!I'(復帰時

間lが延長していたこと.すなわち胃の出椴分泌が

低下していたことは目の指般分泌をJL進させる消

化行ホルモンであるガストリンの分泌低ドによる

ものと考えられる.またガストリンK対して桔抗

(I~]作用をもっセクレチンについても検討したがセ

クレチンは正常域の値を示すのみで.特 l乙鋪刺激

による明らかな影響は認められなかった. (閃 3 ) 

|場陵泉刺激による胃液分泌の低下もしくは抑制

は，ガストリン分ì~必の減少によるのではないかと

考えられるが，足三里刺激による胃液分泌冗進に

関しては今回の実験においてはガストリンあるい

はセクレチンとの関与が明らかにされなかった.

しかし定三里~ilJ激による胃液分泌についてはその

他の消化管ホノレモンすなわち CCK ，モチリン，

グノレカゴンなどとの関係あるいはプロスタグラン

ジンとの関係，一方セクレチンについては他の経

穴との関係を検討する.Jど、要があると考える.また，

足三里，陽陵泉と肖排出機能との関係についても

検討する必要があると考える.

V 結語

足三里は陽陵泉と比較して，宵の塩酸分泌を克

進する.この乙とは陽陵泉は消化管ホルモンであ

るガストリンの分泌を一時的に減少させる乙とに

よる.
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